
真栄田岬周辺活性化施設及び当該海域の利用実態調査
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青の洞窟

階段エントリー客
の撮影

【調査日】
2024.9.28(土)
【時間】8:00～17:00

・階段から海域へのエン
トリー人数は録画デー
タを確認して集計

・階段利用可能時間
（黄色旗) 8:30～15:30

※海象悪化に伴い階段利用
が禁止された(赤旗時)
15:30以降も新たな階段
利用客あり

階段からのエントリー状況（11時頃）

調査実施状況

階段からのエントリー状況（11時頃）

別紙２

・乗船利用客数 (船からｴﾝﾄﾘｰ)は約1,200人であ
り、施設利用客（階段からｴﾝﾄﾘｰ）は約900人
であった。いずれもダイビングよりスノーケル
が多く、施設利用では2倍の差であった。

・施設利用客のうちアジア系以外の利用客は12%
であった。

※ 施設の利用状況（会話などからの定性的な状況）より、
東アジア系の利用客も少なくはないと推察された。

【 9/28調査結果】 その１



【 9/28調査結果】 その2
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・15:30以降の階段からのエントリーが禁止された後も、
新たに階段を下りて海域へ入る利用客が確認され、1日
の利用客全体の7%であった。

・個人利用だけでなく、ガイドを伴う利用も確認された。
（ガイド数全体の6%）

ダイビング スノーケル 内ガイド数

小計 320 590 178

合計 910 19.6%

15：30以降（クローズ後）利用者数 9 58 11

割合 3% 10% 6.2%
/内ガイド数全体割合 7.4%

※内ガイド数は、集計した利用客全数に占める人数を示す。

・時間帯別の利用客数では、10-11時が最も多く、
約400名であった。

・11～15時までは概ね250～300名/時間であった。
・朝8～10時までは乗船利用客が多かった。
・海象が悪化し、階段利用も禁止された16～17時

は30名と少なかった。

・ライフジャケットやウエットスーツを着用していない利用客は、
全体の20%であった。

・さらに安全性の低い、ライフジャケットやウエットスーツを未着
用 かつ 水着だけを着用（肌を露出）して海域へ入る利用客は
13%確認された。そのうちアジア系以外の割合が３割を占めた。

時間帯別の利用状況時間帯別の利用状況

その他の特筆すべき状況その他の特筆すべき状況

モラルの低い利用状況モラルの低い利用状況 （階段利用禁止後の利用状況）

安全性の低い利用状況の例

ラッシュガードのみ 水着のみ



【 9月ピーク時の利用客数の試算結果】
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前兼久漁港での乗船利用客数の調査（村農林水産
課）で記録された船名について、本調査結果と照合
し、前兼久漁港と真栄田漁港の内訳数を推測した。
※前兼久漁港で記録されていない船は、真栄田漁港
から出港船と想定。

・前兼久漁港では668名、真栄田漁港では534名と
推測され、前兼久漁港から出港する船舶の乗船利
用客数が1.3倍多かった。

・ダイビングとスノーケルでは、スノーケル客の方
がやや多かった。

漁港別の乗船利用客の内訳漁港別の乗船利用客の内訳 9月の3連休の利用客数の試算9月の3連休の利用客数の試算

乗船利用客数
（船からｴﾝﾄﾘｰ）

9/28 9/22 備考

前兼久漁港
668名

※左記推測値
1,052名

9/22実績値
9/28➔22： 1.57倍

合計 1,214名 1.909名
9/22試算値
9/28結果×1.57

施設利用客数
（階段からｴﾝﾄﾘｰ）

9/28 9/22 備考

駐車場利用台数 500台 684台
9/22実績値

9/28➔22： 1.37倍

利用客数 合計 910名 1.247名
9/22試算値
9/28×1.37

海域利用客数 総計 2,124名 3,156名

・9/22に実施された前兼久漁港での乗船利用客数調査結果と、
同日（9/22）の施設での日あたり駐車場利用台数結果より、
本調査日（9/28）と9/22の比率を求めた。

・求めた比率をもとに、9/22の乗船利用客数および施設利用客
数を試算した。

＜9/22試算結果＞
・乗船利用客数（前兼久漁港より）は9/28の1.57倍で約1,900

名、施設利用客数は9/28の1.37倍で約1,250名と試算された。

・9月ピーク時と想定される9月の三連休（9/22）の日あたり
海域利用客数は約3,150名と試算された。

注）赤文字は試算値

合計は1,214名


